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1. 背景 

核融合炉燃料のトリチウムを効率よく生産す

るためには中性子増倍材が不可欠であり、ベリ

リウム（Be）及びその化合物が候補材である。

ただし、レアメタルであるBeは、核融合原型炉

においては一基当たり約500トンが必要で、約4

年ごとに交換を想定している。しかしながら、

全世界のBe総生産量は約300トン/年であり、か

つ、従来のBeの精製工程は複雑で、2,000 ℃の

高温処理を要するなど、化石由来の燃料を熱源

にした高温・高CO2排出プロセスが主流であるた

め、環境性及び経済性に高い負荷がかかってい

るのが現状である。そこで我々は、Be資源の安

定確保のため、Be精製工程における革新的なア

プローチとして、化学処理とマイクロ波加熱の

複合化により、環境親和性を有する新たな低温

精製技術の開発に、世界で初めて成功した。 

 本発表では、核融合炉の早期実現に向けた取

り組みの一環として、Be資源の安定確保を目的

とした新たな環境親和型の低温精製技術開発

の現状について紹介する。 

 

2. 実験概要 

Be鉱石のベリルは、従来技術では、2,000℃溶

融後の急冷によるガラス化処理を施さないと

酸溶解できない難溶解性の鉱石である。量研で

は化学処理とマイクロ波内部加熱による複合

化処理として、先ず低温湿式の溶解処理技術を

開発した。本湿式技術は、塩基水溶液中で250℃、

続いて酸溶液中で250℃の低温処理によって、

ベリルの全溶解に成功したが、溶液を沸点以上

の250℃に加熱することから、加圧下（60kg/cm2

以下）処理であり、そのための耐圧設備が必要

であった。そこで、インフラ整備低減のため常

圧での技術の開発に取り組んだ。その結果、ア

ルカリ溶融技術にマイクロ波内部加熱を適用

することにより、250℃以下の低温で、かつ、常

圧下において、難溶解性鉱石のベリルの全溶解

に成功した。 

新たに開発したアルカリ・マイクロ波溶融技

術は、溶融処理工程で主に塩基試薬の融剤がマ

イクロ波を吸収して溶融し、活性化した塩基試

薬が鉱物と反応して分解が行われる。従って、

鉱物による処理条件の大きな差異は無く、多く

の鉱物に対して、共通条件で溶解処理が実現で

きる。このことから本技術は、複数の鉱種・化

合物などを含む複合構成物を一括して溶解処

理できる可能性を有する。 

 

3. まとめ 

新たに開発に成功したアルカリ・マイクロ波

溶融技術は、低温・常圧・CO2排出抑制の革新的

な精製技術であり、かつ、Be以外の鉱石、多金

属団塊などの精製技術にも適用可能であるこ

とから、他のエネルギー多消費型プロセスを含

む「熱利用製造プロセス」の省エネ化を実現し、

社会実装につながる技術として、金属製造産業

での幅広い活用が期待される。 


